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説明会・行事等は日程・内容が変更される場合があります。必ず学校HP等でご確認ください今春の進学実績については巻末の「高校別大学合格者数一覧」をご覧ください

人間として生きるための平生の心構えとして一
遍上人が説いた「質実剛健」「勇猛精進」を創立
以来の建学の精神としています。
また、知識や技術面での教育、人間としてのよ
り正しく美しい生き方に関する教育、身体健康面
での教育、すなわち「知育」「徳育」「体育」をバ
ランスよく追求し、生徒が心身ともに成長するこ
とを望んでいます。

弁論大会・坐禅を組む修養の時間・球技大会な
ど、知・徳・体の学校行事が行われ、藤嶺祭や体
育祭、研究発表会などの行事は、エネルギッシュ
に生徒自身が企画・運営しています。
クラブ活動は、全国大会・インターハイ・国体
優勝の実績を持つバレーボール部、県下の古豪と
いわれる野球・柔道・サッカーなどの運動部や、
文化部、同好会も活躍しています。

生活指導・心の教育 学校行事・クラブ活動

〈URL〉https://www.tohrei-fujisawa.ed.jp/
　　　　前身は鎌倉時代の一遍上人が開いた時宗
の総本山・清浄光寺（遊行寺）の僧侶養成機関で
ある「時宗宗学林」です。1915年旧制藤沢中学校
として認可され、学制改革後、藤嶺学園藤沢高等
学校となりました。2001年に中学校を開校し、
2015年に創立100周年を迎えた伝統ある学校です。

中高とも21世紀を担う柔軟な発想と旺盛なチャ
レンジ精神を持った人材を育成するために「生徒
一人ひとりの能力を最大限に伸ばす」ことをモッ
トーとし、知識や技術面での教育、人間としての
より正しく美しい生き方に関する面での教育、身
体健康面での教育、これら知育・徳育・体育をバ
ランスよく追求しています。
「努力や忍耐、社会のルールを学ぶことも人間
形成には必要な条件」と考え、中・高時代に勉強
と表裏一体で学び、自立に向けた人間形成をめざ
しています。

中高一貫コースは、独自のカリキュラムで、基
礎学力の充実を図るとともに、日本文化研究（茶
道・剣道）を通して五感の芽を養い、21世紀の社
会を担うやさしくたくましい心身の生徒を育成し
ます。学習面では進路選択の幅を広げられるよう
なカリキュラム構成になっています。
高校募集コース（普通科）は、「知育・徳育・
体育をバランスよく追求する」ことをスローガン
に、 2年次から文系・理系に分かれ、志望する進

路に合わせた学習形態を強化しています。通常授
業に加えて勉強合宿や補習指導が定期的に行われ、
塾・予備校に頼らない学習指導を実践しています。
学習指導以外にも生徒のやる気を引き出すさまざ
まなイベントが行われています。大学説明会や大
学出張講義などを通して受験に向けてモチベー
ションを維持し、ほとんどの生徒が大学へと進学
しています。また、生徒と先生、生徒同士の人間
的なふれあいを大切にし、学習面のみならず、生
活や人間性の育成も大事にしています。

国際社会に対応できる人材を育成するため、中
学 3年次で希望者を対象に上海研修を実施、高校
では希望者を対象に海外語学研修を積極的に進め
ています。西オーストラリア・パース、ニュー
ジーランド・オークランドの地元の高校で授業も
体験。積極的に学生たちと交流し、国際感覚を磨
きます。修学旅行を海外研修旅行と位置づけ、ア
ジアの国々とも交流を図っています。

藤沢市の中央藤嶺台上で、西に丹沢・箱根連
山・富士の秀麗を仰ぎ、南に江の島・相模湾の
洋々たる大観を一望できる静かな丘陵地に位置し
ています。
豊かな自然と稀にみる恵まれた教育環境とが勉

学に最適な環境を整えています。

沿革

校風・教育方針

カリキュラムの特色

国際教育

環境・施設設備
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■2023年度入試日程（参考）
　　　　　12/17に帰国生入試を実施
募集人員 出願期間 試験日 発表日 手続締切日
2科4科①� 60 1/8〜1/30 2/1 2/1

� 1次2/4�
2次2/8

2科� 1/8〜1/30 2/1午後 2/1
得意2科Ａ�25 1/8〜2/2 2/2午後 2/2
2科4科②� 10 1/8〜2/3 2/3 2/3
得意2科Ｂ�10 1/8〜2/5 2/5 2/5 1次2/6　2次2/8

　　　　　　※書類選考方式は書類のみ
募集人員 出願期間 試験日 発表日 手続締切日

推薦� 15 1/16〜1/18 1/22 1/23 1/25
Ⅰ期一般A� 80 1/24〜1/31 2/10※ 2/11 3/1
Ⅰ期一般B� 10 1/24〜1/31 2/11 2/12 3/1
Ⅱ期一般� 若干 2/28〜3/1 3/2 3/2 3/3
■2023年度選考方法・入試科目（参考）
　　　　　
2 科 ４ 科①・②：2科か 4科選択　※配点・時間：
国・算＝各100点50分　社・理＝各70点40分��
2 科：国算　※配点・時間：国・算＝各100点50分
得意 2科目選択型Ａ・Ｂ：国算、 国社、 国理、 算
社、 算理のいずれか（Ａは各100点50分、Ｂは計
100点60分）　
〈面接〉なし
　　　　　　
推薦：書類審査、面接、作文（50分）【出願条件】
あり　各種検定、部活動実績、 3カ年皆勤、説明
会参加者などは加点
一般：国語、数学、英語（Ⅰ期はリスニング含む）、
面接　Ⅰ期Ａ書類選考方式は書類選考のみ　Ⅰ期
Ｂは 3科のうち英・数または英・国の得点の高い
2科の合計点で合否を判定。
〈配点・時間〉国・数＝各100点50分　英＝100点
60分（Ⅱ期は50分）
〈面接〉生徒個人　重視

■指定校推薦枠のある主な大学
青山学院大　学習院大　駒澤大　成城大　専修大　　
中央大　東京理科大　東洋大　日本大　明治大　　
明治学院大　関西学院大など
■2023年春卒業生進路状況
卒業生数 大学 短大 専門学校 海外大 就職 進学準備他
168人 130人 0 人 11人 0 人 3 人 24人
■2023年度入試結果
　　　　　帰国生入試あり
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

2 科 4 科①� 60 37 35 110 　　1.5
2 科� 135 132
得意 2科Ａ� 25 108 63 45 1.4
2 科 4 科②� 10 57 22 11 2.0
得意 2科Ｂ� 10 63 18 13 1.4
　　　　　　※一般Ａは書類／筆記
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

推薦　　 　 　 15 35 35 35 1.0
Ⅰ期一般Ａ　80 76/72 76/72 76/72 1.0/1.0
Ⅰ期一般Ｂ　10 4 4 4 1.0
Ⅱ期一般　若干 0 — — —
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学校説明会　すべて要予約
★中学校　10/7　11/11　11/24　1/20
オープンスクール（小 4〜 6対象）　10/14
入試問題対策説明会　12/16
★高等学校　9/30　10/21　11/11
個別相談会・ミニ学校説明会　11/25　12/2
部活体験会　9/2
学校見学は随時可（要予約）
見学できる行事　
藤嶺祭（文化祭）　10/28・10/29（相談コーナー
あり）


